






























ると考え、A さんの表情をサインにし適切なアクティビティの模索が始まる。①②では、学生は A さん
の行動とテキストとを照らし合わせていることから、A さんの行動の理解はテキストの枠組みを介して
生まれたといえる。③ではスタッフの行動とテキスト内容との差異を見出しており、スタッフの目の前
のその人に応じたケア実践を介して認知症高齢者ケアへの理解が生まれたといえる。④では Aさんの背
景を踏まえ学生はケアを準備しており、A さんにとってのベストなケアを求める思いを介して、A さん
への理解が深まったと推測される。⑥⑦では情動への注目がみられ、これは認知症ケアの関心を高めた
媒介と考えられる。今回の分析結果から、認知症を抱えながら生きる高齢者との関わりの中では、テキ
ストの枠組み、認知症ケアの実践、ベストなケアを求める思い、認知症高齢者の情動に媒介され認知症
高齢者を理解していくという学びの構造が示唆されるが、一事例の結果にとどまっており、他の分析結
果と引き続き比較検討する必要がある。 
